
○
〇
四
年
＝
一
月
二
五
日
　
印
刷

○
〇
五
年
一
月
一
日
　
発
行

第88巻　第1号　史学・地理学・考古学

特集歴史学の現在2005

特集「歴史学の現在2005」に寄せて・一

発展段階論と中世後期社会経済史研究・・

中国における「慰安婦」研究の現在……

申達ヨーロッパにおける紛争と秩序……
　　一紛争解決と国家・社会一

現代アメリカと「帝国」論・…………一…・

歴史と場所…………

　　一一過去認識の歴史地理学一

・・ I　平　英　作　（1）

・・％≡蝸S（3）
・高嶋　航（27）

・・桾迫ﾇ久（56）

・・ｬ野沢　　　透　（go）

一米家泰作（126）

二〇〇四年度史学研究会大会講演要旨

二〇〇四年度史学研究会総会の記録

史　学　研　究　会

　　　京都大学文学部内



度
を
設
け
る
こ
と
（
次
欄
参
照
）
、
③
来
年
度
か

ら
広
報
担
当
常
務
理
事
・
委
員
を
設
置
す
る
こ
と
、

の
三
点
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
修
や
会
員
名
簿
作
成
に
む
け
て

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
っ
た
。

　
編
集
（
上
原
真
人
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
『
史

林
』
の
刊
行
状
況
、
お
よ
び
特
集
号
「
歴
史
学
の

現
在
二
〇
〇
五
」
（
本
号
）
の
編
集
状
況
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
会
計
（
田
申
和
子
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇

〇
四
年
度
決
算
報
告
、
お
よ
び
二
〇
〇
五
年
度
予

算
案
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
予

算
・
決
算
の
書
式
改
善
や
会
費
滞
納
者
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
っ
た
。

　
総
会
・
公
開
講
演
の
の
ち
、
鎌
田
元
一
理
事
が

閉
会
の
辞
を
述
べ
、
大
会
は
終
了
し
た
。

学
生
会
員
の
会
費
割
引
制
度
に
つ
い
て

　
史
学
研
究
会
で
は
、
二
〇
〇
五
年
度
（
二

〇
〇
五
年
四
日
〃
～
○
⊥
ハ
年
三
月
）
よ
り
、
学

生
会
員
の
会
費
割
引
制
度
を
設
け
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

○
学
生
会
員
と
は
、
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
会
員
を
指
し
ま
す
。

①
学
部
学
生
・
大
学
院
生

　
②
研
修
員
・
研
究
生
・
聴
講
生
・
科
目
等

　
　
履
修
生
な
ど
①
に
準
ず
る
身
分
の
者

　
　
（
非
常
勤
講
師
・
研
究
員
等
の
職
を
有

　
　
す
る
者
を
除
く
）

○
学
生
会
員
は
、
一
般
六
九
〇
〇
円
の
会
費

を
、
三
九
〇
〇
円
に
割
引
し
ま
す
。

　
す
で
に
会
員
で
あ
っ
て
二
〇
〇
五
年
度
か

ら
学
生
会
員
扱
い
を
望
ま
れ
る
方
は
、
年
度

初
め
に
お
送
り
す
る
会
費
振
込
用
紙
を
用
い

て
、
所
定
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
学
生
会
員
と
し
て
新
た
に
入
会
す
る
こ

と
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入
会
届
を
御
請
求

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
多
数
の
院
生
・
学

生
の
み
な
さ
ん
に
御
入
会
い
た
だ
き
、
史
学

研
究
会
の
活
動
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
う
も

の
で
す
。

　
　
受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
　
　
（
一
一
〇
〇
四
年
七
月
⊥
ハ
日
～

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
四
年
＝
月
一
五
日
）

ア
ジ
ア
研
究
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
一
一
五

史
遊
と
美
術
（
史
迩
と
美
術
紅
斑
会
）
七
四
六
～

　
七
四
八

福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
　
社
会
科
学
部
門
（
福

　
島
大
学
教
育
学
部
）
七
二
～
七
三

奪
ミ
§
さ
試
ミ
謹
（
匹
O
o
一
Φ
α
q
一
〇
U
Φ
ζ
①
邑
8
）

　
二
一
三

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
五
六
－
三

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
〇
三
～
五
〇

　
五

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
六
七
五
～
六
七
七

古
代
文
化
（
古
代
学
協
会
）
五
六
i
七
～
九

…
橋
論
叢
（
｝
橋
大
学
｝
橋
学
会
）
　
一
三
ニ
ー
一

　
～
三

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
＝
＝

史
学
雑
誌
（
史
学
会
）
一
＝
ニ
ー
六
～
九

歴
史
学
報
（
歴
史
学
会
）
～
八
三

歴
史
（
東
北
史
学
会
）
一
〇
三

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
五
六
－
七
～
一
〇
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史
学
研
究
（
広
島
史
学
研
究
会
）
二
四
五
～
二
四

　
⊥
ハ

韓
国
民
族
文
化
（
釜
山
大
学
校
韓
国
民
族
文
化
研

　
究
所
）
二
四

福
岡
大
学
研
究
部
論
集
A
一
人
文
科
学
編
（
福
岡

　
大
学
研
究
推
進
部
）
四
一
二
～
五

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
　
人
文
学
科
論
集
（
茨

　
城
大
学
人
文
学
部
）
四
一

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
　
社
会
科
学
論
集
（
茨

　
城
大
学
人
文
学
部
）
四
〇

東
洋
史
研
究
（
東
洋
史
研
究
会
）
六
三
一
一

立
命
館
法
政
論
集
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
二

岐
阜
経
済
大
学
論
集
（
岐
阜
経
済
大
学
学
会
）
三

　
七
一
二

東
北
大
学
文
学
研
究
科
年
報
（
東
北
大
学
大
学
院

　
文
学
研
究
科
）
五
三

地
域
研
究
（
国
立
民
族
学
博
物
館
・
地
域
研
究
企

　
画
交
流
セ
ン
タ
ー
）
六
一
～

海
南
史
学
（
高
知
海
南
史
学
会
）
四
二

湘
南
史
学
（
東
海
大
学
大
学
院
日
本
史
学
友
会
）

　
～
五

哲
学
研
究
（
京
都
哲
学
会
）
五
七
七

経
済
論
集
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
経
済
研
究
所
）
四
二

　
i
四
、
四
三
一
一
～
二

東
洋
学
報
（
東
洋
文
庫
）
八
五
一
四
、
八
六
一
一

経
済
研
究
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
五
五
－
三

鴨
台
史
学
（
大
正
大
学
史
学
会
）
四

立
命
館
文
学
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
五
八
五

経
済
論
叢
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
一
七
二
一
五

　
～
六
、
一
七
三
一
一
～
三

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
七
〇
一
一

ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
三
〇

東
方
学
会
報
（
東
方
学
会
）
八
六

文
書
館
だ
よ
り
（
栃
木
県
立
文
書
館
）
三
六

福
岡
大
学
人
文
論
叢
（
福
岡
大
学
研
究
推
進
部
）

　
三
六
－
一

国
立
台
湾
法
学
論
叢
（
国
立
台
湾
大
学
法
律
学
出

　
版
）
三
三
一
二

史
泉
（
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
）
一
〇
〇

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
（
同
朋
大
学
仏

　
教
文
化
研
究
所
）
三
三

鹿
児
島
経
済
論
集
（
鹿
児
島
国
際
大
学
経
済
学
部

　
学
会
）
四
四
－
三

日
本
学
刊
蜜
窟
冨
ω
Φ
ω
嘗
象
①
。
。
（
中
華
日
本
学

　
会
、
中
国
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
）
二
〇
〇

　
四
・
三
～
五

国
家
学
会
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
一
一
七
－

　
五
～
一
〇

九
州
国
際
大
学
法
学
論
集
（
九
州
国
際
大
学
法
学

　
会
）
一
〇
－
一

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

　
科
）
五
畿
ー
一

岩
手
史
学
研
究
（
岩
手
史
学
会
）
八
七

文
化
（
東
北
大
学
文
学
会
）
六
七
、
三
・
四

法
政
史
論
（
法
政
大
学
大
学
院
日
本
史
学
会
）
三

　
一飛

鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
奈
良

　
文
化
財
研
究
所
）
一
七

奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
（
奈
良
文
化
財
研
究

　
所
）
二
〇
〇
四

立
命
館
法
学
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
工
九
三
～

　
二
九
四

日
本
民
俗
学
（
日
本
民
俗
学
会
）
二
三
八
～
二
四

　
〇

史
料
（
皇
學
館
大
学
史
料
編
纂
所
）
～
九
一

史
学
（
三
田
史
学
会
）
七
三
一
一

入
類
学
雑
誌
》
隔
日
瓢
菊
○
勺
O
U
O
O
H
O
》
じ
ω
○
層

　
国
三
〇
国
（
｝
》
勺
》
堵
国
ω
団
ω
国
軍
同
国
ω
）
（
日
本

　
学
会
事
務
セ
ン
タ
ー
）
　
一
　
ニ
ー
一
～
三

中
国
史
研
究
（
中
国
史
学
会
）
三
〇
よ
一
＝

大
美
和
（
大
神
神
社
社
務
所
）
一
〇
七

　
橋
研
究
（
一
橋
研
究
編
集
委
員
会
）
二
九
－
一

奈
良
学
研
究
（
帝
塚
山
大
学
奈
良
学
学
会
）
七

日
本
文
化
史
研
究
（
帝
塚
山
大
学
日
本
文
化
史
学
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△
耳
）
一
二
轟
ハ

海
事
史
研
究
（
日
本
海
事
史
学
会
）
六
一

駿
台
史
学
（
駿
台
史
学
会
）
＝
一
二

は
こ
だ
て
市
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り
（
は
こ
だ
て
市

　
史
編
さ
ん
室
）
三

ぎ
辱
愚
。
N
軽
ぽ
N
象
§
聴
　
（
諺
三
畔
。
b
。
一
。
σ
q
8
既

　
ω
。
鼠
①
蔓
○
｛
客
も
℃
8
）
＝
ニ
一
二

愛
知
大
学
文
学
論
叢
（
愛
知
大
学
文
学
会
）
＝
二

　
〇

神
道
宗
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
一
九
三
～
～
九
四

象
卜
　
臨
、
婁
ミ
職
§
　
§
ミ
抵
ミ
　
（
〉
皆
貯
鯨
一
魯

　
ま
。
。
o
o
翼
δ
p
o
｛
跨
①
即
ρ
○
．
（
○
》
〉
）
）
二

立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

　
（
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
一

　
ニ
ー
「

学
術
研
究
－
地
理
学
・
歴
史
学
・
社
会
科
学
編

　
（
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
）
二
〇
〇
四
－
二

書
状
研
究
（
書
状
研
究
会
）
一
七

美
術
研
（
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
）
三
八
三

長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
（
長
崎
大
学

　
教
幽
目
学
部
）
山
ハ
五

目
本
音
楽
史
研
究
（
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料

　
室
）
五

史
観
（
早
稲
田
大
学
史
学
会
）
一
五
一

岡
山
市
立
オ
リ
エ
ン
ト
美
術
館
研
究
紀
要
（
岡
山

　
市
立
オ
リ
エ
ン
ト
美
術
館
）
　
一
七

新
潟
産
業
大
学
入
文
学
部
紀
要
（
新
潟
産
業
大
学

　
東
ア
ジ
ア
経
済
文
化
研
究
所
）
一
六

ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
大
阪
経
済
法
科
大
学
）
二

　
八

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
（
中
央
研
究

　
院
歴
史
語
言
研
究
所
）
七
五
－
三

山
▽
一
A
叩
館
由
人
鰻
†
　
（
立
命
館
史
学
）
　
一
一
五

史
料
ネ
ッ
ト
　
翼
Φ
語
い
Φ
砕
け
臼
（
歴
史
資
料
ネ
ッ

　
ト
ワ
ー
ク
）
三
八
～
三
九

考
古
学
報
（
中
国
社
会
科
学
考
古
学
研
究
所
）
一

　
五
三
～
一
五
四

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
報
（
同
朋
大
学
仏
教

　
文
化
研
究
所

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
＝

　
八

三
康
文
化
研
究
所
所
報
（
三
康
文
化
研
究
所
）
三

　
九

神
芦
大
学
史
学
年
報
（
神
戸
大
学
史
学
研
究
会
）

　
一
九

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
七
〇
－
ニ

ク
ロ
ノ
ス
O
閏
渕
○
翼
○
ω
（
京
都
橘
女
子
大
学
女

　
性
歴
史
文
化
研
究
所
）
二
一

　
　
編
集
後
記

　
史
林
初
の
特
集
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
研
究
史

と
の
緊
張
感
に
満
ち
た
対
話
、
そ
し
て
新
た
な
地

平
を
切
り
拓
く
視
点
の
提
示
。
そ
の
多
様
な
現
場

に
、
史
林
な
ら
で
は
の
ス
タ
イ
ル
で
迫
っ
た
も
の

で
す
。
「
歴
史
学
の
現
在
」
の
息
づ
か
い
を
、
専
攻

を
超
え
て
感
じ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
（
T
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
ゲ
9
ミ
妻
く
●
匿
・
ξ
。
す
臣
ρ
一
刀
＼
一
す
餌
σ
・
ミ
鴇
尋
ぎ
牙
醇
巨

　
本
誌
に
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

　
平
成
一
⊥
ハ
三
田
反
科
学
研
究
費
補
…
助
金
　
（
研
究

　
成
果
公
開
促
進
費
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

二。。

B。

搦
ｱ
三
野
翻
定
価
一
二
〇
〇
円

　
史
林
第
八
八
巻
藁
号
（
通
巻
第
四
四
九
号
）

　
　
　
　
京
都
布
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
文
学
部
内

　
　
　
　
　
電
　
話

　
　
　
　
　
　
　
　
（
〇
七
五
）
七
五
三
⊥
一
七
八
七

　
　
　
　
　
F
A
X

発
行
人

印
刷
所

鰹1史
　　　o学課京

刷軍紀δ

株塁平押

難英璽究
耳田　　五

一晃作絵
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